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大震災４カ月を経過して～復興へ向けて共に進む～

　東日本大震災が、わたしたちの心に残した大きな傷跡は、４カ月を過ぎた今も

癒えることなく、市内における復旧にも時間を要する現状にあります。

　さらに、東京電力福島第一原子力発電所の事故が、さまざまな形で生活や健康、

そして農業などの産業にも大きな影響を与えており、大変危惧するところです。

　しかし、どのような状況に置かれても、先人の方々が築き上げて来られた登米

市を次の世代に引き継ぐため、わたしたちは前進して行かなければなりません。

　　　　　　　　　　わたしは、市民の皆さまと共にこの難局にしっかりと向き合い、本年９月を目

途に「登米市震災復興計画」を策定し、一日も早い市民生活の再建を目指して生活基盤である産業の

振興と公共施設の復旧、施設再編を図るとともに、持続的に発展していくことができる安全・安心な

まちづくりに取り組んでまいります。

　また、これまで本市は、巨大津波により甚大な被害を受けた沿岸部の市や町への支援を行ってまい

りました。隣接する南三陸町では、応急仮設住宅の整備など、復興に向け着実に取り組まれているこ

とをお聞きしており、隣接市として今後も出来る限りの支援を行ってまいります。

　平成２３年８月１日　登米市長　布施　孝尚

　
３
月
　
日
に
発
生
し
、
東
北
各
地
に
多
く
の
爪
痕

１１

を
残
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
４
カ
月
余
り
が

た
ち
ま
し
た
。

　
徐
々
に
落
ち
つ
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
の
避
難
者
の
多
く
は
、

現
在
も
市
内
の
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
も
と
ど
お
り
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
。
市
で
は
、

一
日
も
早
い
市
民
生
活
の
再
建
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
や
復
興
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　
今
月
の
特
集
で
は
、
震
災
発
生
か
ら
４
カ
月
目
を

迎
え
た
登
米
市
の
よ
う
す
や
、
復
興
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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「東日本大震災」発生から４カ月

登米市長

布 施  孝   尚 
たか ひさ
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義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
な

ど
の
義
援
金
受
付
団
体
や
宮
城
県
、

登
米
市
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
義
援
金
配
分
委

員
会
で
配
分
対
象
者
や
基
準
な
ど

に
つ
い
て
審
議
、
決
定
し
配
分
す

る
も
の
で
、
現
在
、
義
援
金
受
付

団
体
や
宮
城
県
、
登
米
市
の
1

次
・
２
次
配
分
を
合
わ
せ
、
死
亡
・

行
方
不
明
者
１
人
、
住
宅
全
壊
1

戸
当
た
り
１
１
０
万
円
、
住
宅
大

規
模
半
壊
1
戸
当
た
り
　
万
円
、

８０

住
宅
半
壊
1
戸
当
た
り
　
万
円
な

５５

ど
が
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
7
月
　
日
か
ら
2
次
配

１５

分
の
振
り
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
既
に
申
請
が
お
済
み
の
人
に

　
現
在
、
認
定
市
道
に
つ
い
て
は
、

国
庫
負
担
法
に
基
づ
き
災
害
査
定

（
被
害
事
実
の
確
認
行
為
）が
毎
週

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
ま
で
に
、
市
内
被
災
個
所

約
４
４
０
カ
所
の
う
ち
約
１
０
０

カ
所
の
災
害
査
定
が
終
了
し
、
現

在
は
、
残
る
約
３
４
０
カ
所
の
災

害
査
定
の
準
備
と
、
災
害
査
定
が

終
了
し
た
個
所
か
ら
入
札
に
向
け

た
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
順

次
本
復
旧
工
事
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
査
定
は
、
毎
週
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
約
４
４
０
カ
所
を
越

え
る
被
災
個
所
が
あ
る
た
め
、
終

了
ま
で
に
は
、
相
当
数
の
時
間
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
査

定
の
終
了
時
期
は
、
現
時
点
で
は

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
内
中

の
終
了
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
橋
り
ょ
う
な
ど
の
被
災

し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
災
状

況
に
つ
い
て
専
門
の
業
者
に
よ
る

調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
に
加
え
、

食
材
納
入
業
者
な
ど
の
被
災
に
よ

り
食
材
調
達
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
震
災
後
市
内
の
給
食
は
、
パ

ン
と
牛
乳
を
中
心
と
し
た
簡
易
給

食
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
学
校
給
食
の
一
日
も
早

い
復
旧
を
目
指
し
、
流
通
の
回
復

な
ど
に
伴
い
、
品
目
の
追
加
や
米

飯
の
提
供
な
ど
を
順
次
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
食
材
の
流
通
回
復
と
、

稼
働
で
き
る
市
内
９
カ
所
の
給
食

セ
ン
タ
ー
で
被
災
し
た
施
設
分
を

調
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
震
災
発

生
か
ら
３
カ
月
を
経
て
、
６
月
　１３

日
か
ら
お
か
ず
の
つ
い
た
通
常
の

査
定
後
に
順
次
復
旧
へ

ご
理
解
と
ご
協
力
を

登
米
市
の
復
興
へ
の
取
り
組
み

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ががががががががががががががががががががが
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
ららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ををををををををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
ししししししししししししししししししししし

町
づ
く
り
を
目
指
し
てててててててててててててててててててててて

６
月
　
日
か
ら
通
常
の

１３

学
校
給
食
を
提
供

登
米
市
に
寄
せ
ら
れ
た

全
国
か
ら
の
義
援
金

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
放
射
線
量
の
影
響
に
つ

い
て
、
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
正
確
な
情
報
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
で
購
入
し
た
放
射
線

量
測
定
機
８
台
と
県
か
ら
貸
与
さ

れ
て
い
る
１
台
を
使
用
し
て
、
市

消
防
署
お
よ
び
消
防
署
出
張
所
や

学
校
、
教
育
施
設
、
大
き
な
公
園

な
ど
に
つ
い
て
定
期
的
に
大
気
中

の
放
射
線
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

空
間
放
射
線
量
を

測
定
し
結
果
を
公
表

測定値をメールで
配信しています

 登米市メール配信サービス
 【登録用ＵＲＬ・メールアドレス】
 ■http://tomecity.mail-dpt.jp/
　 （パソコン用）
 ■tome@entry.mail-dpt.jp（携帯用）

　上記仮登録用アドレスを入力し、空メールを送
信してください。その後、仮登
録完了メールが送信されますの
で案内にしたがって本登録して
ください。
※右のＱＲコードで携帯電話
　から読み取りもできます。

岩渕  満 さん 
みつる

（石越町 第十二）

  ― INTERVIEW インタビュー ― 

　
我
が
家
で
は
、
ハ
ウ
ス

で
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
し
て

い
て
、
震
災
時
は
苗
を
植

え
て
４
日
目
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
停
電
に
よ
る

気
温
調
整
を
す
る
機
器
の
停
止
と
、

暖
房
器
具
の
燃
料
不
足
に
は
大
変

困
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
順
調

に
生
育
し
、
多
少
収
穫
量
や
果
形

に
影
響
が
出
た
も
の
の
、
無
事
出

荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
気
に
な
る
の
は
農

産
物
へ
の
放
射
能
の
影
響
で
す
。

　
農
産
物
の
一
生
産
者
と
し
て
、

東
北
の
農
業
を
守
る
た
め
に
も
国

に
よ
る
素
早
い
対
応
が
取
ら
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

■
低
温
の
影
響
出
た
が

　
順
調
に
回
復
し
出
荷

　
ま
た
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
に
て
掲
載
・
配
信

し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
2
次
配
分
の
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
災
し
た
市
民
の
生
活
支
援
の

た
め
登
米
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
善
意
の
義
援
金
は
、
７
月
　
日
１５

現
在
で
３
７
５
件
、
約
６
５
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
が
、
市
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

「おいしい給食いただきま～す」（北方小）

　
市
道
や
公
共
下
水
道
施
設
、
農

業
集
落
排
水
施
設
な
ど
の
本
格
復

旧
に
は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。
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